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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
コンポーネントビデオ信号を認可されていない使用から保護する方法であって、
コンポーネントビデオ信号の中に同期パルスを追加又は削除することによってコンポーネ
ントビデオ信号の同期信号を変更する段階を含み、
変更されたコンポーネントビデオ信号はコンポーネントビデオモニタ上で再生されたとき
に通常の画像を生成し、変更されたコンポーネントビデオ信号は複合ビデオ信号に変換さ
れたときは低下された視覚特性を有する画像を生成する、
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
コンポーネントビデオ信号は、ＶＧＡ、ＳＶＧＡ、１ＢＭ　ＸＧＡ又は他のコンピュータ
ビデオ信号のうちの１つである、
請求項１記載の方法。
【請求項３】
複合ビデオ信号は、ＮＳＴＣ、ＳＥＣＡＭ、又はＰＡＬビデオ信号のうちの１つである、
請求項１記載の方法。
【請求項４】
上記変更段階は、コンポーネントビデオ信号の少なくとも特定のフレームの少なくとも１
つの水平同期パルスを追加又は削除する段階を含む、
請求項１記載の方法。
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【請求項５】
上記追加又は削除する段階は、垂直帰線消去間隔の最初の水平ラインと各特定のフレーム
の垂直同期パルスとの間の位置で行われる、
請求項４記載の方法。
【請求項６】
少なくとも１つの水平同期パルスは第１の位置で追加され、少なくとも１つの水平同期パ
ルスは第２の位置から削除される、
請求項４記載の方法。
【請求項７】
上記追加された水平同期パルスは、水平走査ラインの最初の部分以外の位置で追加される
、
請求項４記載の方法。
【請求項８】
フレーム毎に追加又は削除される水平同期パルスの位置を変える段階を更に有する、請求
項４記載の方法。
【請求項９】
上記追加又は削除される水平同期パルスの位置は、ランダムに変えられる、請求項８記載
の方法。
【請求項１０】
上記追加又は削除される水平同期パルスの位置は、疑似ランダムに変えられる、請求項８
記載の方法。
【請求項１１】
上記追加又は削除される水平同期パルスの位置は、フレーム毎に一定のパターンで変えら
れる、
請求項８記載の方法。
【請求項１２】
上記変更段階は、複数の近接した水平同期パルスを追加する段階を含む、請求項１記載の
方法。
【請求項１３】
上記変更段階の前に、複製保護トリガ信号がコンポーネントビデオ信号の中に存在するか
どうかを決定する段階と、
上記トリガ信号が存在すると決定されたときにのみ上記変更段階を実行する段階とを更に
有する、
請求項１記載の方法。
【請求項１４】
各フレームの中で水平同期パルスを削除すると共に追加する段階を更に有する、請求項１
記載の方法。
【請求項１５】
コンポーネントビデオモニタの特性を決定する段階と、
通常画像の生成を確実とするために、決定された特性に依存して上記同期信号を適応的に
変更する段階とを更に有する、
請求項１記載の方法。
【請求項１６】
上記変更段階は、１以上の水平同期パルスをパルス幅変調する段階を更に有する、請求項
１記載の方法。
【請求項１７】
上記変更段階を周期的に停止する段階を更に有する、
請求項１記載の方法。
【請求項１８】
上記変更段階は、方法の異なる変形を周斯的に切り換える段階を更に有する、
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請求項１記載の方法。
【請求項１９】
上記追加されたパルスは、コンポーネントビデオ信号の水平帰線消去間隔の中にある、
請求項１記載の方法。
【請求項２０】
上記追加又は削除されたパルスはコンポーネントビデオ信号の垂直帰線消去間隔の中にあ
る、
請求項１記載の方法。
【請求項２１】
コンポーネントビデオ信号を認可されていない使用から保護する装置であって、
コンポーネントビデオ信号の中に同期パルスを追加又は削除することによってコンポーネ
ントビデオ信号の同期信号を変更する変更手段と、
変更されたコンポーネントビデオ信号がコンポーネントビデオモニタ上で再生されたとき
に通常の画像を生成し、変更されたコンポーネントビデオ信号が複合ビデオ信号に変換さ
れたときに低下された視覚特性を有する画像を生成する生成手段と、
を有することを特徴とする装置。
【請求項２２】
コンポーネントビデオ信号は、ＶＧＡ、ＳＶＧＡ、ＩＢＭ　ＸＧＡ又は他のユンピュータ
タイプビデオ信号のうちの１つである、
請求項２１記載の装置。
【請求項２３】
複合ビデオ信号は、ＮＳＴＣ、ＳＥＣＡＭ、又はＰＡＬビデオ信号のうちの１つである、
請求項２１記載の装置。
【請求項２４】
上記変更手段は、コンポーネントビデオ信号の少なくとも特定のフレームの垂直帰線消去
間隔の中の少なくとも１つの水平同期パルスを追加又は削除することによってビデオ信号
を変更する、
請求項２１記載の装置。
【請求項２５】
上記追加又は削除は、垂直帰線消去間隔の最初の水平ラインと各特定のフレームの垂直同
期パルスとの間の位置で行われる、
請求項２４記載の装置。
【請求項２６】
少なくとも１つの水平同期パルスは第１の位置で追加され、少なくとも１つの水平同期パ
ルスは第２の位置から削除される、
請求項２４記載の装置。
【請求項２７】
上記追加された水平同期パルスは、水平走査ラインの最初の部分以外の延置で追加される
、
請求項２４記載の装置。
【請求項２８】
上記変更手段は、フレーム毎に追加又は削除される水平同期パルスの位置を変える、
請求項２４記載の装置。
【請求項２９】
上記追加又は削除される水平同期パルスの位置は、ランダムに変えられる、請求項２８記
載の装置。
【請求項３０】
上記追加又は削除される水平同期パルスの位置は、疑似ランダムに変えられる、請求項２
８記載の装置。
【請求項３１】
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上記追加又は削除される水平同期パルスの位置は、フレーム毎に一定のパターンで変えら
れる、
請求項２８記載の装置。
【請求項３２】
上記変更手段は、複数の近接した水平同期パルスを追加する、
請求項２１記載の装置。
【請求項３３】
複製保護トリガ信号がコンポーネントビデオ信号の中に存在するかどうかを決定する手段
を更に有する、
請求項２１記載の装置。
【請求項３４】
上記変更手段は、コンポーネントビデオ信号の１つのフレームの中で水平同期パルスを追
加し削除する、
請求項２１記載の装置。
【請求項３５】
上記変更手段は、コンポーネントビデオ信号の中の１以上の水平同期パルスをパルス幅変
調する、
請求項２１記載の装置。
【請求項３６】
コンボーネントビデオモニタの特性を決定する手段と、
通常画像の再生を確実とするため、上記決定された特性に依存して、同期信号を適応的に
変更する手段とを更に含む、
請求項２１記載の装置。
【請求項３７】
上記変更手段は、
入力された垂直同期信号の中の垂直同期パルスによってリセットされるべく結合され水平
同期信号の中の水平同期パルスを計数するラインカウンタと、
水平同期パルスを計数するよう結合されるシーケンスカウンタと、
水平同期パルスを受信するよう結合される半ライン遅延部と、
上記ラインカウンタ、上記シーケンスカウンタ、及び上記半ライン遅延部の夫々からの出
力信号を受信するよう結合され、変更された水平同期信号を出力する論理回路とを含む、
請求項２４記載の装置。
【請求項３８】
上記変更手段は周期的にターンオフされる、
請求項２４記載の装置。
【請求項３９】
上記変更手段は、上記変更された同期信号の異なる変形を周期的に切り換える、請求項２
４記載の装置。
【請求項４０】
上記変更された同期信号はコンポーネントビデオ信号の水平帰線消去間隔の中にある、
請求項２４記載の装置。
【請求項４１】
上記変更された同期信号はコンポーネントビデオ信号の垂直帰線消去間隔の中にある、
請求項２４記載の装置。
【請求項４２】
コンポーネントビデオの同期信号の変更を解除する方法であって、
コンポーネントビデオ信号の同期信号は、コンポーネントビデオ信号の中に同期パルスを
追加又は削除することによって変更され、
変更されたコンポーネントビデオ信号は、コンポーネントビデオモニタ上で再生されたと
きに通常の画像を生成し、変更されたコンポーネントビデオ信号は、複合ビデオ信号に変
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換されたときに低下された視覚特性を有する画像を生成し、
前記変更された同期信号を受信する段階と、
受信された変更された同期信号を再生して前記同期信号の変更を除去し、再生された同期
信号を出力する段階と、
前記再生された同期信号を複合ビデオ信号の一部に変換することで、見ることができる複
合ビデオ信号を供結する段階と、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項４３】
上記再生段階は、
コンポーネントビデオ信号の中の垂直同期信号から通常の水平同期信号を発生する段階と
、
通常の水平同期信号を出力する段階とを含む、
請求項４２記載の方法。
【請求項４４】
上記再生段階は、
垂直同期信号の中の垂直同期パルスの縁を検出する段階と、
上記検出された縁に応じて水平ラインレートで一連のパルスを発生する段階と、
発生された一連のパルスの夫々を１つの水平同期パルスを発生するために使用する段階と
を含む、
請求項４３記載の方法。
【請求項４５】
上記再生段階は、
変更された同期信号の中の全ての追加された水平同期パルスを除去し、
変更された同期信号に水平同期パルスを追加するためにリンギング信号を発生する段階と
を含む、
請求項４２記載の方法。
【請求項４６】
上記再生段階は、
変更された同期信号の中の全ての追加された同期パルスを除去し、
同期信号へ追加される同期パルスを発生するために発振器を同期信号で駆動する段階とを
含む、
請求項４２記載の方法。
【請求項４７】
上記再生段階は、
位相ロックループを変更された同期信号で駆動する段階と、
通常の同期パルスを発生するために位相ロックルーブの出力信号を使用する段階とを含む
、
請求項４２記載の方法。
【請求項４８】
上記再生段階は、
変更された同期信号の中の追加された又は欠除した同期パルスを検出する段階と、
全ての検出された追加された同期パルスを、同期パルスとして有効でなくなるよう変更す
る段階と、
全ての検出された欠除した同期パルスの位置に同期パルスを追加する段階とを含む、
請求項４２記載の方法。
【請求項４９】
コンポーネントビデオの同期信号の変更を解除する装置であって、
コンポーネントビデオ信号の同期信号は、コンポーネントビデオ信号の中に同期パルスを
追加又は削除することによって変更され、
変更されたコンポーネントビデオ信号は、コンポーネントビデオモニタ上で再生されたと
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きに通常の画像を生成し、変更されたコンポーネントビデオ信号は、複合ビデオ信号に変
換されたときに低下された視覚特性を有する画像を生成し、
前記変更された同期信号を受信する受信手段と、
受信された変更された同期信号を再生して前記同期信号の変更を除去し、再生された同期
信号を出力する再生手段と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項５０】
上記再生手段は、コンポーネントビデオ信号の中の垂直同期信号から通常の水平同期信号
を発生する、
請求項４９記載の装置。
【請求項５１】
上記再生手段は、
垂直同期信号を受信するよう結合される縁検出器と、
縁検出器からの出力信号によって駆動される位相ロックループと、
位相ロックループによって駆動されるワンショット回路とを含む、
請求項５０記載の装置。
【請求項５２】
上記再生手段は、
コンポーネントビデオの中の水平同期信号によって駆動される再トリガ可能でないワンシ
ョット回路と、
ワンショット回路の出力信号によって駆動されるリンギング回路とを含む、
請求項４９記載の装置。
【請求項５３】
上記再生手段は、
コンポーネントビデオの中の同期信号によって駆動される再トリガ可能でないワンショッ
ト回路と、
ワンショット回路の出力信号によって駆動される発振器とを含む、
請求項４９記載の装置。
【請求項５４】
上記再生手段は、
変更された同期信号によって駆動される位相ロックループと、
位相ロックループによって駆動されるワンショット回路とを含む、
請求項４９記載の装置。
【請求項５５】
上記再生手段は、
変更された同期信号を受信し、追加又は削除された同期パルスを検出するよう結合される
検出器と、
全ての検出された追加された同期パルスを、同期パルスとして有効でないよう変更するた
めに検出器に結合される変更部と、
全ての欠除した同期パルスの位置において同期パルスを追加するために検出器に結合され
る追加部とを含む、
請求項４９記載の装置。
【請求項５６】
コンポーネントビデオの同期信号の変更を解除する装置であって、
コンポーネントビデオ信号の同期信号は、コンポーネントビデオ信号の中に同期パルスを
追加又は削除することによって変更され、
変更されたコンポーネントビデオ信号は、コンポーネントビデオモニタ上で再生されたと
きに通常の画像を生成し、変更されたコンポーネントビデオ信号は、複合ビデオ信号に変
換されたときに低下された視覚特性を有する画像を生成し、
前記変更されたコンポーネントビデオ信号の変更された同期信号を受信する受信手段と、
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前記受信手段に接続され、受信された変更された同期信号を再生して前記同期信号の変更
を除去し、再生された同期信号を出力する再生手段と、
を含むことを特徴とする装置。
【発明の詳細な説明】
関連出願の相互参照
本願は、１９９７年６月３０日にJohn O.Ryan外によって出願された「A VGA Copy Protec
tion System and Method」なる名称の米国仮特許出願Ｓ．Ｎ．６０／０５１，３１２号、
及び１９９７年８月２１日に出願された「PROTECTION OF A COMPONENT VIDEO SIGNAL」な
る名称の米国仮特許出願Ｓ．Ｎ．６０／０５６，５７０号に対して優先権を主張する。
発明の分野
本発明はビデオ信号保護に関し、更に特定的にはコンポーネントビデオに対するかかる保
護に関する。
発明の背景
ディジタルビデオディスク（ＤＶＤ）形式の出現に伴い、パーソナルコンピュータの製造
者及びユーザは、パーソナルコンピュータを通じてＤＶＤ上に記録された映画又は他の記
録された材料を再生することができるようになった。かかる装置からアナログ（ＮＴＳＣ
又はＰＡＬテレビジョン）ビデオ出力を保護するために、これらのコンピュータの中には
複製保護手段が組み込まれている。これは、ＤＶＤ上のディジタルストリーム中にビット
を組み込み、それによりディジタル・アナログ変換器及びＮＴＳＣ（又はＰＡＬ）符号化
器集積回路に対してアナログビデオ出力信号上に複製保護パルスを組み込むよう指示する
ことによって行われる。アナログ出力に対して用いられる複製保護技術は、例えば、米国
特許第４，６３１，６０３号、第４，８１９，０９８号、第４，５７７，２１６号、及び
１９９６年１月１６日に出願された米国特許出願第０８／７８４，８７６号、及び１９９
６年１１月５日に出願された国際特許出願第ＰＣＴ／ＵＳ９６／１７７１９号といったも
のを含み、これらは全てマクロビジョンコーポレーションに譲渡される。
コンピュータディスプレイは、コンピュータのＶＧＡ（又は同様の又は同等の）出力信号
を使用する。このＶＧＡ出力信号（「コンポーネントビデオ」）は、赤ビデオ信号、緑ビ
デオ信号、青ビデオ信号、一組の垂直同期パルス、及び一組の水平同期パルスを別個に与
えるマルチワイヤバス上に供給される。フレームレート（リフレッシュレート）は通常、
１秒当たり６０フレームである。ＶＧＡは１ライン当たり画素数又は１フレーム当たりラ
イン数又はリフレッシュレートに関して１つの形式（解像度）を必要とせず、ＶＧＡ標準
には多様な１ライン当たり画素数又は１フレーム当たりライン数が含まれる。
上述のＶＧＡ信号を得て、これを通常のテレビモニタ、テレビ受像機又はビデオ投写器上
に表示するためにＮＴＳＣ又はＰＡＬ（複合）ビデオ信号へ変換するＶＧＡ－ＮＴＳＣ（
又はＰＡＬ）変換器のアフターマーケットは拡大している。ＶＧＡ出力信号を受信するよ
う接続されたかかる変換器装置では、ユーザはＶＧＡ出力信号をＮＴＳＣ又はＰＡＬ出力
信号へ変換し、次に従来のＶＣＲ（ビデオカセットレコーダ）を用いてＮＴＳＣ／ＰＡＬ
出力信号を記録することができ、それにより上述のアナログ複製保護を免れる。かかる変
換のビデオ品質は低いものでありうるが、意志の固い権利侵害者を思いとどまらせるもの
ではない。
概要
従って、効果的なビデオ保護システムのための通常の要件を満たすＶＧＡビデオ信号の保
護が必要とされる。有用なビデオ保護システムは２つの基本的な要件を満たす。まず、全
ての複製は低品質の画像を生じさせねばならない。これは有効性と称される。この場合、
ビデオカセットレコーダをＶＧＡ－ＮＴＳＣ（ＰＡＬ）変換器に接続するユーザは、そこ
からより低い娯楽品質の信号を得なければならない。低い娯楽品質の例としては、画像の
裂け、振幅の変動、又は色の損失がある。かかる有効性を打ち消す要件は、ＶＧＡ信号が
ＶＧＡモニタ上で見られたときに、完全に「再生可能」、例えば、画像中に全くアーティ
ファクトを表示させないことである。現在の保護技術はこれらの２つの要件を平衡させる
。
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本発明のＶＧＡ保護方法は、ＶＧＡビデオ信号の一部である同期（「ｓｙｎｃ」）パルス
列のうちの少なくとも１つを変更する。これらの変更は、或る同期パルスの削除及び／又
は追加、或るパルスのデューティサイクルを変化させること、ビデオ信号の様々なフレー
ムの上の一定な、疑似ランダム又はランダムな１つ以上の上述の方法を切り換えることを
含む。追加及び／又は削除は、ＶＧＡビデオ信号の垂直帰線消去間隔又は水平帰線消去間
隔の中でありうる。
従って本発明によれば、ＶＧＡビデオ信号は、ＶＧＡビデオ信号の一部である水平及び／
又は同期パルス列のうちの少なくとも１つのを変更することによってＮＴＳＣ／ＰＡＬ変
換を受けた後、複製（又は見ること）から保護される。この文脈では、「ＶＧＡ」は、コ
ンピュータの分野で通常使用される周知のビデオ・グラフィックス・アレイ（Video Grap
hics Array）ビデオ標準、並びに、本発明の目的のためには同じである関連するＳＶＧＡ
及びＩＢＭのＸＶＧＡ標準を意味する。
更に、１つの実施例はコンピュータの中に設置されたＤＶＤプレーヤから供給されるＶＧ
Ａ信号のためのものであるが、本発明は明らかにこれに限られるものではなく概して、コ
ンピュータの中に設置されたＤＶＤプレーヤ、他の種類のディジタルビデオプレーヤ、又
は任意の種類のコンポーネントコンピュータビデオ出力からの出力等のＶＧＡビデオ信号
に適用される。もちろん、典型的な適用は、典型的にはＤＶＤ上に与えられた映画である
著作権のある材料を複製保護するためであるが、本発明はこれに限られるものではないこ
とが理解されよう。
本発明によれば、１つの実施例では、ＶＧＡ信号の垂直帰線消去間隔中の水平同期パルス
が変更される。結果として生じる変更されたＶＧＡ信号は任意のＶＧＡモニタ上で容易に
見ることができる。しかしながら、この信号が周知の市販のＶＧＡ－ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変
換器のうちの１つによってＮＴＳＣ／ＰＡＬ信号に変換されれば、結果として生じる信号
はＮＴＳＣ／ＰＡＬテレビジョン又はテレビジョンモニタ上では比較的見ることが可能で
ない。また、例えば従来のＮＴＳＣ／ＰＡＬ　ＶＣＲ（ビデオカセットレコーダ）を用い
てこの信号を複製しようとした場合、結果として生ずる記録物もまた見ることができない
。見ることができない、とは、上述のようにテレビ受像機上に表示された場合に結果とし
て生じる画像の質を実質的に低下させるアーチファクトを示している画像を意味する。
本発明による同期パルスの最も有利な変更は、垂直帰線消去間隔期間の最初の部分の中の
、例えば垂直同期パルスの発生の前の、水平同期パルスを変更することである。これは典
型的には、垂直帰線消去間隔（ＶＢＩ）の最初の１０ラインの中を意味する。また、概し
て任意のビデオフレーム中のＶＢＩ中の水平同期パルスの全体の数の正味の増加を有する
ことは、幾つかのＶＧＡモニタに対して悪影響を与える傾向があるため、望ましくない。
従って１つの実施例では、１つ以上の水平同期パルスは垂直帰線消去間隔の最初の部分か
ら削除される。複製保護の有効性を増加させるために、１つの水平同期パルスが、かかる
水平同期パルスが通常存在しない場所、例えば特定の水平ビデオラインの中央、に追加さ
れる。水平同期パルスが削除及び／又は追加されるパターンは、各フレームで同じであっ
てもよく、又はフレーム毎に異なってもよい。異なる場合、変化は、一定のパターン、疑
似ランダムに変動するパターン、又はランダムに変動するパターンでありうる。異なるパ
ターンは、複製保護の有効性を増加することが見出されてきた。他の実施例では、水平同
期パルスの数は、例えば垂直帰線消去間隔の最初の部分に、各ラインに幾つかの水平同期
パルスを追加することによって増加される。上述のように、幾つかのＶＧＡモニタでは、
これは再生可能性を低下させる。
水平同期パルスの除去及び／又は追加のための他のパターンもまた可能である。
また他の実施例によれば、垂直同期信号が変更されるが、これは幾つかのＶＧＡモニタに
対して悪影響を与えることがわかっている。
また本発明によれば、同期パルスに対する特定の変更パターンは、取り付けられるＶＧＡ
モニタの特性に依存する。これは、コンピュータ環境では、ユーザによって供給される取
り付けられたＶＧＡモニタの特性をコンピュータが「知る」ことが可能であるためである
。この場合、再生可能性に対する悪影響を最小化するよう、特定の変更パターンは特定の
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ＶＧＡモニタを順応させるために適合的に設定されうる。また、現在のＶＧＡ複製保護ス
キームは、ソースビデオ材料、例えばＤＶＤ上に存在する内容又はその他によってターン
オン又はオフされうる。このターンオン及びオフは、単に或る（著作権のある）材料を保
護するため、又は処理の異なる変形を周期的に切り換えること及び／又はオン及びオフに
切り換え、任意のＶＧＡ－ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器を更に混乱させることによって行われ
うる。
幾つかのＶＧＡ－ＮＴＳＣ変換器が現在の保護信号の特定の変形に対して静的な応答を生
成する一方で、殆どの変換器は動的に画像の裂けを示すか、又は非複製可能な結果を発生
する。
保護信号のこの静的な応答は、変換器の出力がテレビ受像機又はＶＣＲに接続されている
とき、画像中の静的画像シフト及び／又は静的輝度変化及び／又は静的歪み（即ち裂け）
の形状でありうる。しかしながらこの静的応答はＶＣＲ及びテレビ受像機上でまだ複製可
能であり見ることができる。従って、迷惑な要因を増加させるため、周期的又はランダム
に短い時間に亘って特定の保護信号をターンオフしてもよい。保護信号を時々ターンオフ
することにより、テレビ受像機及び／又はＶＣＲに接続されたとき、変換器の出力は動的
にシフトされた画像及び／又は動的に歪まされた画像を有する。これは、変換器がＶＣＲ
に接続されたときにより多くの有効な保護信号（そしてまたテレビ受像機上にあまりよく
見ることができない画像）を生じさせる。
もちろん、保護信号を時々ターンオフすると共に本発明による異なる保護過程を変えるこ
とにより、より多くの変換器に対して影響を与えることがより効率的でありうる。
ここでテレビジョンは典型的にはＮＴＳＣ／ＰＡＬに関するものであるが、他のテレビジ
ョン標準、例えばＳＥＣＡＭもまた本発明の実施例に対して弱い。
また、ここでは回路はＶＧＡビデオ信号を適当に変更するために開示されているため保護
変更を含む。幾つかのかかる実施例が開示されるが、これらは制限的なものではなく、多
様な他の回路が所望の変更を与えることが理解されるべきである。更に、ここに記載され
る回路は幾つかの種類の変更のみを与えるが、ここに多くの範囲の変更が開示される。当
業者によれば、ここに開示される他の種類の変形を実行するための回路が設計され構築さ
れよう。
例えば、水平同期パルス変更は、垂直帰線消去間隔に制限される必要はない。水平同期パ
ルス列の削除及び／又は追加は、垂直帰線消去間隔の近傍又はアクティブフィールドを含
むフィールドのいずれの場所であってもよい。幾つかの場合、水平同期パルス列は、水平
同期パルスの分割、パルス幅変更等によってフィールド中の任意の場所で変更される。ま
た、垂直同期パルス列変更は、垂直同期パルス列の中にパルスを追加することによって行
われうる。他の垂直同期パルス変更は、垂直同期パルスの幅変更及び／又は分割を含みう
る。
コンピュータは、どのモニタがコンピュータに接続されているかを通知される（又はユー
ザによって設定される）ことが可能であるため、更なる複製保護信号によってもＶＧＡタ
イプの変換器ボックスに対する最大の複製保護の有効性が達成されうる。例えば、幾つか
モニタでは、ビデオクランプパルスは、赤、緑、及び青のビデオチャネルの水平帰線消去
間隔の最初の７０％と一致しうる。従って、追加的な複製保護方法は、水平帰線消去間隔
の最後の３０％中にピークホワイトパルスによってビデオチャネルを変更する。
従って、幾つかの場合には、アンチコピー信号はコンポーネントビデオ信号の十分な数の
ライン（即ち赤、緑、及び／又は青の任意の組み合わせ）に亘って水平帰線消去間隔の少
なくとも１つの部分の中（又は水平帰線消去間隔の近傍）に挿入される。このアンチコピ
ー信号は、上述の米国特許第４，６３１，６０３号に記載の「ＡＧＣ」パルスでありうる
。また、このアンチコピー信号は、様々な振幅及び／又は周波数及び／又は位相及び／又
は一及び／又は幅の静的及び／又は周期的及び／又はランダム及び／又は疑似ランダムな
信号でありうる。
また、これらの変更を与えるための特定の回路は別個の回路として図示されているが、こ
れらの回路は例えば他の機能を含み、ＤＶＤプレーヤを収容するか又はＤＶＤプレーヤに
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接続されるコンピュータの中に設置される集積回路上に組み込まれうる。１つの市販用の
実施例では、本発明の回路は、ＤＶＤプレーヤと関連付けられ、ＤＶＤプレーヤ及び／又
はその出力を制御するための他の機能を実施する集積回路の中に含まれうることが予期さ
れる。
更に、いわゆる「解除」装置を作り、使用し、販売する認可されていない個人から保護の
使用者（例えば著作権保有者）を保護するために、かかる保護スキームを解除する方法が
開示されている。複製保護技術及び対応する解除装置の同様のパターンは、上述のアナロ
グビデオ複製保護技術において知られている。
従って、関連する保護解除方法及び装置は、変更された同期パルスを、正しい水平及び垂
直同期パルス列を発生するための１つ以上の変更されたパルス列を使用する同期発生器へ
入力することを含む。この正しいパルス列は、ＶＧＡ－ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器へ接続さ
れた場合、複製可能なＮＴＳＣ／ＰＡＬビデオ信号を生成する。
【図面の簡単な説明】
図１は、コンピュータのＶＧＡ出力信号の通常のＲＧＢ信号並びに水平及び垂直同期信号
を示す図である。
図２Ａ乃至２Ｃは、図１と同じ信号を示す図である。
図２Ｄ乃至２Ｈは、本発明による４つの複製保護方法のための波形を示す図である。
図３及び図４は、本発明によっていかにして複製保護が適用されるかを示す上位ブロック
図を示す図である。
図５及び図６は、図３及び図４の細部を示す図である。
図７Ａ、７Ｂは、複製保護解除方法及び複製保護解除回路の関連する図を示す図である。
図８、９、１０、及び１１は、他の複製保護解除回路を示す図である。
詳細な説明
上述のように、ＶＧＡ（ＳＶＧＡ又は他のコンポーネントビデオ出力を含む）の本発明に
よる保護は、例えばコンピュータからのＶＧＡ出力信号の中の同期信号のうちの少なくと
も１つの変更を含む。目的は、ＶＧＡコンピュータモニタ上のＶＧＡ表示に影響を与える
ことなく、ＶＧＡ－ＮＴＳＣ（又はＰＡＬ）変換器に対して娯楽的価値を完全に欠いた記
録を許すよう、同期パルス列のうちのいずれか一方又は両方を変更することである。
以下に、本発明によって利用される水平走査（同期）回路に関連するテレビ受像機／モニ
タ及びコンピュータモニタと組み合わされて使用されるかかる変換器を区別する特徴を記
載する。
（１）テレビ受像機では、水平走査は水平同期ラインの中の雑音の影響を受けないフライ
ホイール発振器（比較的遅いＡＦＣ応答を有する水平位相ロックループ発振器）によって
駆動される。
（２）コンピュータモニタでは、水平走査回路は、テレビ受像機のように雑音を除去する
ためのフライホイール回路を常に有するわけではない。代わりに、コンピュータモニタは
水平同期パルスの縁において発振器をトリガする。トリガされた発振器は、水平同期パル
ス列中の狭いパルス幅の雑音スパイクを均等にするために殆ど瞬時に反応する。フライホ
イール発振器を有するがテレビ受像機よりもはるかに迅速なロッキングを伴う幾つかのコ
ンピュータモニタがある。即ち、水平ＡＦＣ（自動周波数制御）ループは、テレビ受像機
の中ではコンピュータモニタの中よりも遅い。
異なるＶＧＡ－ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器はパルス変更の異なる形態によって異なった影響
を受けるので、他の実施例では、既知の全ての変換器上にＶＧＡ－ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換
器の見ることのできない出力を生成するため、変更の組み合わせを含むよう水平同期パル
ス列の変更の実施を１以上のフレームに亘って変える。
上述のように、ここに開示される本発明の１つの適用は、ＤＶＤから著作権を有する材料
の複製保護された出力を供給することである。個々のＤＶＤは既にそれらの通常のアナロ
グ出力信号と関連付けられた「トリガビット」を有する。これらのトリガビットは、計算
装置のアナログ出力用の複製保護回路に対して、ＤＶＤが複製保護されておりアナログ複
製保護信号が付加されなければならないことを示す。
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これらの複製保護トリガビットは、本発明によれば、本発明のＶＧＡ出力システム対して
同期パルス列を変更することを指示するために使用されうる。従って、ユーザは、トリガ
ビットを含まない材料を見ているとき、複製を作成するためにＶＧＡ－ＮＴＳＣ／ＰＡＬ
変換器を使用することが可能である。ＶＧＡ複製保護が作動されるのは、複製保護された
材料を示すかかるトリガビットが存在するときのみである。
図１は、３つの波形が一緒に、ＶＧＡ標準のうちの１つの形式、即ち６４０×４８０の飛
越し走査されていない１秒当たり６０フレームの形式を示す図である。一番上の線は、垂
直同期パルスである。これらの波形は、１つのフレームの一部分のみであるが、垂直帰線
消去間隔（ＶＢＩ）全体と、ＶＢＩに先行及び後続するフレームの小さい部分とを示すと
理解されるべきである。図示されるように、ＶＧＡでは、垂直同期列は、１つのＶＢＩ当
たり１つの垂直同期パルスである。水平ラインが番号を付されている対応する水平同期パ
ルスである次の波形を参照するに、垂直同期パルスはＶＢＩのライン１１と１３との間に
生ずる。この場合、水平同期信号は非常に狭いパルスとして示される。実際は、これらは
いくらかの幅、典型的には３．７７マイクロ秒、を有する。垂直同期パルスは、２つのラ
インの幅を有し、従って６３．５マイクロ秒の幅を有する。（これは１フレーム当たり５
２５ラインを有し、１秒当たり６０フレームのリフレッシュ速度を有し、フレームのうち
の４８０はアクティブビデオであるＶＧＡの場合であり、残るラインはＶＢＩの中にある
。）また、１つのＮＴＳＣ水平走査ライン期間は２つのＶＧＡ水平走査ライン期間に対応
することが理解されるべきである。
図１の第３の波形はＲＧＢ信号であり、本発明ではこれらは各色について別個に説明され
る必要はないため３つは全て一緒に示される。これは、垂直帰線消去間隔の期間中はもち
ろん「黒」値を有するアクティブビデオを示す。ＲＧＢ信号の変動は、アクティブビデオ
を示す。また、図示されるように、水平同期信号の期間中、ＲＧＢ信号は黒レベルへ下が
る。図１に示されるＲＧＢ、水平同期及び垂直同期信号は本発明による複製保護を含まな
いが、ＶＧＡ形式に詳しくない人のために参照のために示されていることが理解されよう
。従来通り、水平軸は時間を表わし、垂直軸は電圧で示される信号振幅を表わす。
本発明による保護は、図２Ａ乃至２Ｇを参照して理解される。図２Ａは図１に示されるＲ
ＧＢ波形と同様であり、図２Ｂは図１に示される垂直同期波形と同様であり、図２Ｃは図
１に示される水平同期波形と同様である。図２Ａ乃至２Ｃは、図２Ｄ乃至２Ｇにビデオ信
号のどの部分が示されているかを示すために示されている。
図２Ｄ乃至２Ｈは、保護回路によるＶＧＡ波形に関して本発明による保護方法の５つの実
施例を示す図である。これらの保護変形は、全て垂直帰線消去間隔中に生じ、実際は、垂
直帰線消去間隔の最初の１０ライン中に、垂直同期信号に先行して生ずる。この保護の特
定の形状は、再生可能性を最大化する（既知の全てのＶＧＡモニタに対して最も少ない影
響を与える）一方で、上述のように比較的効果的な保護を与えることが分かっている。図
２Ｃ乃至２Ｇ中、水平ラインは、ＶＢＩ中の最初のラインがライン０であり、垂直同期信
号がフレームのライン１１乃至１２で生ずるよう番号が付されている。垂直帰線消去間隔
は、フレームのライン４５において終端する。
図２Ｄは、本発明による第１の保護方法を示す。この場合、このフレーム中では、ライン
３，４及び５において３つの水平同期パルスが削除されている。
図２Ｅに示される第２の方法では、水平同期パルスは各フレームの中で削除されている。
うねうねした線によって示されるように、これは各フレームで同じ水平同期パルスではな
く、代わりに各フレームから削除される特定の単一の水平同期パルスはフレーム毎に異な
り、ライン３乃至９のうちのいずれか１つでありうる。このフレーム毎の変化は、例えば
、ランダム又は疑似ランダム又は他の特定の一定のパターンに従いうる。
図２Ｆに示される第３の方法は、水平同期パルスを削除しないが、代わりに水平同期パル
スを加え、それにより各特定の水平ラインは、ラインの最初における通常の単一の水平同
期パルスのほかに、例えばラインの残る部分中に挿入される３つの追加的な水平同期パル
ス、本例ではライン１乃至７に夫々を含む。水平同期パルスの増加された密度は例えば各
フレームで同じであってもよく、又はフレーム毎に異なってもよく、各フレームの中に存
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在する必要はない。これは、上述のように幾つかのモニタでは再生可能性の問題を生ずる
。従って、幾つかの同期パルスの追加は、幾つかの他のパルスを差し引くことによって補
償される。従って、この方法は、上述の第１又は第２の方法と一緒に使用されると最もよ
く動作する。
図２Ｇに示される第４の方法は、ライン０と１との間で異なる位置に１つの水平同期パル
スを加える。加えられる水平同期パルスは、例えばラインの中央に加えられる。水平同期
パルスが加えられるラインは、一定のパターン又はランダムに又は疑似ランダムにフレー
ム毎に異なり得る。
図２Ｈに示される第５の方法は、ＶＢＩの中の水平同期パルスをパルス幅変調する。（図
２Ｈは図２Ａ乃至２Ｇと同じ縮尺ではない）。水平同期パルス幅は、幾つかのフレーム当
たり１同期パルス幅変化から１ライン当たり１同期パルス幅変化までの範囲の任意の頻度
で２以上の個々の離散値の間で変動しうる。同期パルス幅は、パルス前縁を標準的な位置
に維持し、パルス後縁を動かすことによって変更されうる。水平同期パルス全体の場所は
、後縁及び前縁の両方の位置を変えることによって変えられることに注意すべきである。
ＶＢＩ中の全ての水平同期パルスがそのように変調される必要はない。再生可能性と有効
性との間の折衷は、標準的なパルス幅と標準の各フレームよりも５乃至１０％広い幅との
間のジャンプすることが見出された。また、同期パルス幅変調は、ＶＢＩの間のみといっ
た選択されたラインの群に対してのみ適用されうる。
或いは、垂直同期パルスは、同期パルス幅又はその分数によって遅延されるか又は進めら
れてもよい。他の変更は、特定の水平同期パルスの中に狭い幅の正方向に延びるパルスを
加えることである。
数フレーム毎に変更をターンオン／オフし、これらの方法の幾つかを同時に組み合わせ、
数フレーム毎に異なる方法を切り換えることが可能であり、このタイプの幾つかの組み合
わせは様々な変換器において複製保護有効性を増加させることが見出されている。
これらの方法は例示的のみであり、本発明の範囲を逸脱することなくこれらの方法の様々
な変形及び組み合わせが可能であることが理解されるべきである。しかしながら、これら
の特定のパターンは、複製保護有効性を最大化する一方で、様々な市販のＶＧＡ－ＮＴＳ
Ｃ（ＰＡＬ）変換器及びＶＧＡモニタに亘る再生可能性問題を最小化する。
上述のように、ここに開示されるアンチコピー保護スキームは、フレーム毎に同一である
必要はない。例えば、水平同期パルスの削除は数及び場所に関してはフレーム毎に異なり
うる。これは、図２Ｇに示される水平同期信号を加える方法についても同様である。他の
変形では、水平同期信号は加えられると共に差し引かれる。例えば、１つの水平同期パル
スはランダムな位置で削除されてもよく、他の水平同期パルスは異なる場所、例えばライ
ンの中央に加えられてもよい。１つの実施例では、水平同期パルス列の１部分で１つの水
平同期パルスを削除し、各ＶＢＩ中の水平同期パルス列の異なる場所において１つの水平
同期パルスを加える。他の実施例では、１つのＶＢＩ毎に、１つの水平同期パルスが削除
され、２つの水平同期パルスが加えられる。
上述のように、概して再生可能性の目的のために、１つ以上の水平同期パルスをフレーム
当たり通常の数に亘って加え、フレーム中のどこかで対応する数又はそれ以上を削除しな
いことは望ましくない。この場合、図２Ｆの実施例は或るＶＧＡモニタでは問題を有しう
る。
特に効果的であり、良い再生可能性を与える１つの変形は、図２Ｅの方法及び図２Ｇの方
法の組み合わせを含む。即ち、図２Ｇに示されるように、１つの水平同期信号は０又は第
１のラインから削除され、図２Ｅに示されるように、水平同期信号は例えばライン８とい
ったラインの中央に加えられる。ライン０及びライン１における削除の多様性は、３つの
状態があるようフレーム毎に異なる。第１の状態では削除が無く、第２の状態ではライン
０から水平同期が削除され、第３の状態ではライン１から水平同期が削除される。フレー
ム毎の状態の多様性は、再び、フレーム毎に一定のパターン、ランダム又は疑似ランダム
でありうる。上述の第５の方法は、有効性を増加させるためにこの複合方法に重ね合わさ
れてもよい。
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図３乃至６は、本発明による保護を実行するための回路の１つの実施例を示す図である。
図３は、当該のコンピュータ及びビデオ構成要素を示す上位のブロック図である。典型的
な例では、図３に示される全ての要素はパーソナルコンピュータの筐体の中に含まれるが
、これに限られるものではない。
もちろん、簡単化のためパーソナルコンピュータの関連する部分のみが図示されている。
従来のＤＶＤプレーヤは従来のＤＶＤを再生する。このプレーヤ６０は、図式的に円盤状
に示されている。本発明はＤＶＤからの出力に制限されるものではなく、実際は全てのＶ
ＧＡ出力信号に適用可能である。しかしながら、典型的な商業上の実施例は、ＤＶＤ上に
与えられる著作権を有する材料を複製保護することが意図される。
ＤＶＤプレーヤ６０によって出力される信号は、従来のバス６２を通じて典型的にはパー
ソナルコンピュータの中に設置されるカードであり市販されるタイプのものであるＭＰＥ
Ｇ２デコンプレッサ６４に結合される。デコンプレッサ６４はバス６８上にコンポーネン
トビデオを出力する。更に、デコンプレッサ６４は、線７０上に「ＡＣＰオン」信号を出
力し、線７２（例えば同軸ケーブル）上にテレビ受像機又はＶＣＲへの接続のためのＮＴ
ＳＣ／ＰＡＬアナログビデオ信号を出力する。（「ＡＣＰ」は「アンチコピー保護」を意
味し、複製保護と同じである）。上述のように、典型的にはこのＮＴＳＣ又はＰＡＬアナ
ログビデオ信号は、上述の周知の複製保護方法によってアナログ領域で複製保護される。
バス６８上のコンポーネントビデオ及び「ＡＣＰオン」信号はＶＧＡカード９０へ結合さ
れる。ＶＧＡカード９０は、コンポーネントビデオを所望のＶＧＡ形式へ変換し市販され
るタイプの製品である従来のＶＧＡ処理回路を含む。ＶＧＡカード９０はＶＧＡ　ＡＣＰ
（アンチコピー保護）プロセッサ９２と共に単一のカード８６上に統合されるか又は図示
されるように相互接続されうる。ＶＧＡカード９０はバス９４上に、本発明による図３に
示される新規な要素であるＶＧＡ　ＡＣＰプロセッサ９２へのＶＧＡビデオを出力する。
線７０上の「ＡＣＰオン」信号は同様にＶＧＡ　ＡＣＰプロセッサ９２に結合される。こ
の場合、ユーザがＶＧＡカード９０の出力信号をＶＧＡ－ＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器である
外部ＮＴＳＣ／ＰＡＬ装置へ接続するためには、ユーザは外部装置をＶＧＡ出力バス９８
へ結合せねばならない。
もちろん、ユーザがバス９４へタップするとき、ユーザはＶＧＡ　ＡＣＰプロセッサを完
全にバイパスし、従って本発明の保護過程をバイパスしうる。典型的なユーザはこれを行
わないと予想される。更に、ＶＧＡカード９０及びＶＧＡ　ＡＣＰプロセッサ９２が例え
ば一緒に単一の集積回路チップ上に組み込まれれば、特に中間のバス９４が省略されるた
め、かかるタップ動作は実質的に不可能とされる。この場合、保護された信号は最初はＶ
ＧＡカード９０の中で発生され、この実施では標準的なＶＧＡ信号が存在することはない
。
ＡＣＰオン線７０上の信号は、ＶＧＡ　ＡＣＰプロセッサ９２をターンオンする。線７０
上にかかる信号がなければ、プロセッサ９２がターンオフされ、保護は与えられない。従
って、プレーヤ６０上で再生されているＤＶＤ上の材料は、本発明によるアンチコピー保
護が適用されるか否かを決定する。保護は、ビデオ材料に依存して選択的にターンオン及
びターンオフされうる。
図４は、図３の選択された要素、例えばＰＣカード８６、ＶＧＡカード９０及びＶＧＡ　
ＡＣＰプロセッサ９２を更に詳細に示す図である。図示されるように、図３中のバス９４
は、ＲＧＢ３コンポーネントビデオを伝搬するバス１０２、垂直同期ライン１０４、及び
水平同期ライン９６を含む。これらは共に、様々なグランド線等を含み簡単化のため図示
されていない追加的な従来のラインと共に、ＶＧＡビデオを構成する。図示されるように
、ライン１０２及び１０４は本実施例では、ＶＧＡ　ＡＣＰプロセッサ９２をバイパスす
る。図示されるように、所望であれば垂直同期ライン１０４がプロセッサ９２によって変
更されうるよう、図示されるジャンパが使用可能である。しかしながら、ここに開示され
る典型的な実施例は水平同期パルスを変更するため、この場合は、線１０２上の水平同期
信号のみがプロセッサ９２によって実際に変更される。
ＰＣカード８６からの出力信号は、バス１１０を通じてＮＴＳＣ／ＰＡＬ変換器に結合さ
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れるＶＧＡコネクタ９８上に与えられる。変換器１１２は、典型的には通常市販されるタ
イプのパーソナルコンピュータ－ＮＴＳＣ／ＰＡＬテレビジョン変換器である。これらは
典型的にはアフターマーケット装置であり、図示されるようにコンピュータの一部分では
ないが、もちろんこれらはカードとしてコンピュータの中に組み込まれうる。図示される
ように、変換器１１２からの出力信号は線１１８を通じて従来のテレビ受像機又はモニタ
１２０へ与えられる。ＶＧＡ出力信号は、（所望であれば）バス１２２によって標準ＶＧ
Ａモニタ１２６へ直接接続される。図示されるように、変換器１１２及びモニタ１２６へ
の接続は、その装置がＶＧＡ出力ポート９８に挿入されているかに依存して、選択的であ
る。
本発明の保護方法は、図５に詳細に示されるプロセッサ９２によって与えられる。図５中
、他の図面と同様の要素は同一の参照符号が付されている。ＡＣＰプロセッサ９２への入
力信号は、線１０４上の垂直同期パルス及び線９６上の水平同期パルスを含む。
カウンタ１３０は、線９６上の入力された水平同期パルスを計数し、ＲＮＤとして示され
る出力を疑似ランダムに出力する。ラインカウンタ１３２は、線９６上に水平同期パルス
を受信し、線１０４上にカウンタリセットとして動作する垂直同期信号を受信する。線９
６上の水平同期パルスは以下詳述するようにラインカウンタ１３２によって計数される。
ラインカウンタ１３２からの出力信号は、１つの線上の水平同期の削除を示す「ｄｅｌｅ
ｔｅ＿ｈｓｙｎｃ」信号及び他の線上の水平同期の追加を示す「ａｄｄ＿ｈｓｙｎｃ」信
号である。
図５中の第３の主な要素は、インバータ１３６によって反転されたやはり線９６上の水平
同期パルスによって駆動される半ライン遅延部１３８である。これは、出力線「ｄｅｌａ
ｙｅｄ＿ｈｓｙｎｃ」上に反転された水平同期パルスの半分のライン遅延を与える。図示
されるように、要素１３０，１３２及び１３８からの４つの出力信号は、論理ゲート１４
０乃至１６０によって組み合わされ、線１０２上に水平同期信号「ｈｓｙｎｃ＿ｏｕｔ」
を与える。これは変更された水平同期パルス列であり、実際に線９６上の元の水平同期パ
ルス列を置き換える。
従って、この特定の回路は、水平同期パルスを削除し水平同期パルスを追加することがで
きる。追加されたパルスはラインの中央に追加され、従って半ライン遅延部１３８と称さ
れる。ラインカウンタ１３２の細部を示す図６を参照することによって、図５はより良く
理解される。線９６上の入力同期信号ｈｓｙｎｃ＿ｉｎは、１から４８０まで計数しライ
ンカウント数を示す９ビット（ディジタル）出力信号を出力する。この出力信号は、３つ
の比較器１７４，１７６及び１８０の入力端子に印加される。図示されるように、各比較
器１７４，１７６及び１８０のｂ入力端子は、夫々４，１及び２のディジタル値にプログ
ラム可能に又は有線で接続される。
比較器１７４からの出力信号は図５にも示されるｄｅｌｅｔｅ＿ｈｓｙｎｃ信号であり、
一方比較器１７６及び１８０の出力はａｄｄ＿ｈｓｙｎｃ信号を与えるためにＯＲゲート
１８４によって結合される。図５中のａｄｄ＿ｓｙｎｃ信号はランダムな信号によって変
更されるため、水平同期パルスは疑似ランダムに追加される効果があり、その位置は各フ
レーム毎に異なるため３つの状態があり、第１の状態では水平パルスは追加されず、第２
の状態では水平パルスはＶＢＩの中のライン１上に追加され、第３の状態ではＶＢＩ上の
ライン２上に追加される。比較器１７４に入力される値４は、水平同期パルスが本例では
ライン４上で削除されることを示す。もちろんこれらの値（４，１２）の夫々は、削除／
追加の場所を変えることによって変更されうる。従って、図５及び６は単に本発明による
複製保護回路の１つの実施例を例示的に示すものにすぎない。
上述のように、ＶＧＡ保護のための方法及び装置に加え、本願と同一の発明者はそれらの
保護システムを解除するための方法及び装置を見出した。これは上述のアナログ複製保護
を解除するための解除アプローチと類似しており、かかるアナログビデオのための解除ア
プローチは米国特許第５，１９４，９６５号、第４，６９５，００１号、第５，６３３，
９２７号に記載される。本発明による１つの解除方法は、プロセッサ９２から出力される
変更されたＶＧＡ信号と変換器１１２への入力との間に、削除されたライン又は追加され
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たラインを含まないパルス列を生成するためにパルス発生器をトリガするために変更され
た同期パルス列を入力する回路を結合することである。
かかる解除方法の１つは、波形として、図７Ａに示される。これは、各フレーム中で垂直
同期パルス（一番上の波形）の（負の）前縁を検出し、この負の前縁にパルス（第２の波
形）を与えることを図示する。このフレーム当たり１つのパルスは、正しい水平ラインレ
ート（第３の波形）において一連のパルスを発生させるために使用され、正しい水平ライ
ンレートは続いて正しい場所で正しい長さの再生された水平同期パルス（第４の波形）を
トリガする。
関連する解除回路は図７Ｂに示される。保護された（変更された）ＶＧＡビデオは、ＲＧ
Ｂポート１９０及び線１９２，１９４に結合される。線１９２上の（変更されていない）
入力垂直同期パルス列は、線ライン１９９上に、５２５によって除算する位相ロックルー
プ２００を駆動する垂直負縁パルスを出力するための負縁検出器１９８をトリガする。こ
の場合、１フレーム当たり５２５ラインがある。ＰＬＬ２００は、３．７７マイクロ秒持
続期間のワンショット２０６を駆動するために、線２０４上に図７Ａのラインレートパル
ス（第３の波形）を出力し、ワンショット２０６は、インバータ２１０による反転の後、
線２１２上に再生された（正しい）水平同期パルス列（図７Ａの第４の波形）を出力する
。
図８の回路は、水平同期列中に加えられたパルスを無視し、欠除した水平同期パルスを埋
めるために、フライホイールフィルタを用いて本発明のＶＧＡ保護を解除する。垂直同期
パルス列は、保護スキームの一部として雑音信号が存在するときは、任意にフィルタリン
グされる。
図８を参照するに、水平同期パルス列は、通常の水平同期パルスが再確立されるよう再生
される。これは、まず入力水平同期（ｈｓｙｎｃ）の中の全ての雑音信号をＨＬＰＦ２２
０、即ち水平同期パルスを通過させる低域通過フィルタ、でフィルタ除去することによっ
て行われる。低域通過フィルタ２２０からの出力信号は次に再トリガ可能でないワンショ
ット回路２２２（ＯＳ１）におけるトリガ入力に結合される。このワンショット２２２は
、水平パルス期間の持続期間の約９０％乃至９９及び（３０μ秒）であるため、水平同期
パルス列中のアクティブ部分中の更なる雑音又は保護信号は無視される。ワンショット２
２２の出力信号はすると、保護によって起こる水平同期パルス削除が生じた時以外は、水
平レートで動作している。ワンショット２２２の出力は次に、約５０％のデューティサイ
クル水平レートパルス（１６μ秒持続時間）を発生するワンショット２２６（ＯＳ２）に
よって（任意に）整形される。
ワンショット２２６の出力は次に、インパルス又はステップ信号と共にリンギングが生じ
ドロップアウト補償を与えるよう、高いＱの帯域通過フィルタ／増幅器２２８を通じてフ
ィルタリングされる。増幅された出力は、入力水平同期パルスの位相に整合するよう、移
相器２３２に結合される。移相器２３２の出力は次にスライサ２３４によって論理レベル
へ変換され、次に新しい再生された水平同期パルスのパルス持続時間を、削除された又は
追加された同期パルスによる保護のない通常の値に設定するようワンショット２３８（Ｏ
Ｓ３）に結合される。図示されるように、垂直同期パルスは任意に垂直低域通過フィルタ
２４０を通される。
雑音が存在するか、又は垂直同期パルスに対して変更がなされれば、水平同期パルスにつ
いて上述されたのと同じ方法で、変更された垂直同期パルスは複製保護がないようにされ
うる。即ち、複製保護された垂直同期を再生させるために、垂直レートに同調されたフラ
イホイールフィルタが使用される。
図９は、複製保護信号を解除するために夫々の位相ロックループ回路２４４，２４８を用
いることによって水平及び／又は垂直同期パルス列について、追加された又は削除された
信号（即ち同期パルス）を除去するための回路を示す図である。夫々のワンショット回路
２５０（ＯＳ４）及び２５２（ＯＳ５）は夫々、対応する出力パルス幅を決める。
図１０は、保護を除去するための更なるフライホイール回路を示す図である。位相ロック
ループ回路を使用する代わりに、ロック発振器が使用される。これらのロック発振器は、



(16) JP 4280837 B2 2009.6.17

10

20

30

40

50

例えばトリガ発振器でありうる。低域通過フィルタ２６０（ＬＰＦ６）及び２６２（ＬＰ
Ｆ７）は、水平及び垂直同期パルス列の中に夫々存在しうる雑音の幾らかを除去する。ワ
ンショット回路２６４（ＯＳ６）及び２６６（ＯＳ９）は、水平及び垂直同期パルス期間
の夫々の９０％乃至９９％の持続時間を有する再トリガ可能でないワンショットである。
従って、ワンショット２６４及び２６６は水平及び垂直同期パルス列中のアクティブビデ
オと一致する雑音又は保護パルスを廃棄する。ワンショット２７０（ＯＳ７）及び２７２
（ＯＳ１０）は、ワンショット２６４，２６６によって夫々出力されたパルスを整形し、
水平ロック（Ｈロック）及び垂直ロック（Ｖロック）発振器２７６，２７８が入来する同
期パルスと同期することを可能とする。ワンショット２８０（ＯＳ８）及び２８２（ＯＳ
１１）は、パルス幅を、複製保護のない公称の水平及び垂直同期と一致させる。
図１１は、付加された同期パルス及び欠除した同期パルスを検出することによって保護を
解除するための他の回路を示す図である。欠除した同期パルス期間がいったん同定される
と、新しい同期パルスが再挿入されるか又は水平同期パルス列に加えて戻される。偽の水
平同期信号が見出されれば、これらを含む水平同期パルス列は、これらの偽の水平同期信
号がＶＧＡ（又は同等の）変換器によって検出されないよう偽の水平同期信号が狭められ
、減衰され、レベルシフトされるか又はこれらの任意の組み合わせとなるよう変更される
。
図１１の解除回路では、保護された水平同期パルス列は、標準水平同期パルスを出力する
（上述のような）水平同期再生回路２９０へ入力される。再生回路２９０は、図８に示さ
れるような回路又は同等の回路でありうる。再生回路２９０の出力信号はＸＯＲ（排他的
ＯＲ）ゲート２９２の１つの入力端子に入力される。ＸＯＲゲート２９２の出力信号は、
欠除した（削除された）水平同期パルスがあるときにｈｉｇｈとなり、偽の同期パルス（
追加された水平同期パルス）が存在するときもまたｈｉｇｈとなる。欠除した水平同期パ
ルスを同定又は感知するとき、ＸＯＲゲート２９２の出力信号はＡＮＤゲート２９４（Ａ
ＮＤ２）の１つの入力端子に結合され、ＡＮＤゲート２９４の他の入力端子はインバータ
２９６を通じて反転された再生された水平同期信号に結合される。
ＡＮＤゲート２９４の出力信号は、削除された水平同期パルスが生じたときにｈｉｇｈで
ある。複製保護された信号の追加された（偽の）水平同期パルスを同定（感知）するため
に、ＸＯＲゲート２９２の出力信号はＡＮＤゲート２９８（ＡＮＤ１）の１つの入力端子
に接続される。ＡＮＤゲート２９８の他の入力端子は再生回路２９０の出力信号に結合さ
れる。再生回路２９０の出力信号は水平同期パルスの先端では低いため、ＡＮＤゲート２
９８の出力信号は水平同期パルスの間隔の外の時間においてのみｈｉｇｈでありうる。追
加された、即ち、偽の水平同期パルスは通常の水平同期パルスの外側の間隔中に生ずるこ
とになる。従って、ＡＮＤゲート２９８の出力信号は追加された水平同期パルスの間隔中
は論理ｈｉｇｈである。
複製保護信号を解除するために、ＡＮＤゲート２９４の出力信号は欠除した水平同期パル
スを付加して戻すために水平同期パルス列と組み合わされる（即ち論理ＯＲ演算される）
。追加された（偽の）水平同期パルスを解除するため、組み合わされた回路３００はＡＮ
Ｄゲート２９８の出力信号を用いて、以下の動作のいずれか又はそれらの組み合わせを行
う。
（ａ）保護が解除されるよう偽の水平同期パルスのパルス幅を狭める。
（ｂ）保護信号が解除されるよう追加された水平同期パルスの少なくとも十分な部分を水
平同期パルスに対してレベルシフトする。
（ｃ）保護信号が解除されるよう追加された水平同期パルスの少なくとも十分な部分を通
常の水平同期パルスに対して減衰する（追加されたパルスの消去を含む）。
（ｄ）上述の（ａ），（ｂ），及び／又は（ｃ）の任意の組み合わせ。
従って、組合せ回路３００の出力信号は、保護信号のない水平同期パルス列（「新しい水
平同期」）である。
垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）が保護変更を有する場合、これは水平同期パルスについて上
述されたのと同様に解除されうる。或いは、垂直同期パルス及びビデオ信号Ｒ，Ｇ，及び
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Ｂは略変化されずに出力へ送信される。
一方、ビデオチャネル（即ち、赤、緑、及び青、又はＲ、Ｇ、及びＢ）の水平帰線消去間
隔がアンチコピー信号を含む場合、解除は以下のいずれかによって行われうる。
（ａ）ビデオチャネルの十分な数の水平ラインに亘る水平帰線消去間隔の付近の保護信号
の十分な部分を帰線消去レベル電圧といった新しい信号で置換及び／又は減衰する。
（ｂ）十分な数の水平ラインに亘って保護信号の十分な部分をレベルシフトする。例えば
、ピークホワイト複製保護信号を帰線消去レベルまで下がるようレベルシフトする。
（ｃ）コンピュータモニタのクランプパルスが結果としてのより低いエネルギーの保護信
号に応答しないよう、保護信号の周波数を（そのエネルギーを低下させるために）狭める
か又は増加させる。
（ｄ）上述の（ａ）乃至（ｃ）の任意の組み合わせ。
上述の記載は例示的なものであり制限的ではない。これらの開示より当業者によって本発
明による他の変更が明らかとなり、かかる変更は添付の請求項の範囲を逸脱しないことが
意図される。

【図１】 【図３】
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【図５】 【図６】
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【図７Ｂ】

【図８】

【図９】 【図１０】
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